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研究成果概要 
高エネルギーガンマ線による宇宙の研究は、現在稼働中のチェレンコフ望遠鏡により、多種・
多様なガンマ線源が、銀河系内外に観測され、宇宙線の起源、宇宙での非熱的過程、活動銀
河の相対論的ジェット、銀河間空間を満たす赤外・可視領域背景放射、銀河間磁場等の問題
が解明されつつある。また、銀河中心領域、矮小楕円銀河の観測から、きわめて高感度の暗
黒物質探索が進行している。この分野をさらに飛躍的に発展させ、かつ宇宙での高エネルギ
ー現象に関する重要な問題に明確な答えを出すために国際宇宙ガンマ線天文台 CTA(チェレ
ンコフテレスコープアレイ計画)の建設を国際共同で進めている。CTA には今までこの分野
で活躍してきた世界の主要グループが参加しており、高エネルギーガンマ線観測施設として
世界で唯一の研究施設/開かれた天文台となる。日米欧のおよそ 128 の研究機関から1400
名を超える研究者が参加している。  
CTA-Japan は、概算要求施設整備費補助金により CTA 北サイト(ラパルマ)に 4 基の大口
径望遠鏡 の建設を 2016 年度より進めており、1 号基は 2018 年 10 月に完成し、コミッ
ショニングをほぼ終え定常運転を開始した。同サイトで15 年にわたって運用されている 
MAGIC 望遠鏡 2台との相互較正・ステレオ観測を 2019 年度より開始した。また、10GeV 
から 100GeV 領域で、FERMI ガンマ線衛星との相互較正が強くのぞまれる。特に Fermi 
ガンマ線衛星とのエネルギーオーバーラップが重要となる大口径望遠鏡の建設はこの意味
で緊急性がきわめて高い。CTA-Japan(日本グループ)は、大口径望遠鏡用カメラ、読み出し
回路、分割鏡の製造、設置に責任をもっている。また、建設における役割分担、建設への貢
献は、将来のCTA天文台の観測時間の各国への配分に大きく影響を与える。本研究は、CTA-
Japan による大口径望遠鏡の建設、運用を円滑に推進するものであり、日本グループが大型
国際共同研究CTAの中でそのプレゼンスを示すうえで極めて緊急かつ重要である。  

 

左図：LST1 によるカニパルサーの観測 (9.2sigma)。P1 と P2 の比率からエネルギー閾

値が数 10GeV であることが確認される。右図：LST1、MAGIC のステレオ観測

（>100GeV）。18.7 sigma / 36min, δθ2 < 0.03 deg2 である。 
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